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飲 酒 運 転 の 根 絶 ！

家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
み
、
楽
し
ん
で
い
る
ス

ポ
ー
ツ
家
族
の
輪
を
つ
な
い

で
ま
い
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
前
号
の
「
三
上

泰
三
」
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ

た
「
葛
西

学
さ
ん
一
家
」
で

す
。

■
学
（
ま
な
ぶ
）

小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で
野
球

一
筋
。（
全
道
大
会
出
場
は
な
い
が
、

な
か
な
か
の
選
手
だ
っ
た
見
た
い

で
す
。）

現
在
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

（
機
船
マ
リ
ン
ズ
）
の
中
心
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
現
役
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

■
慶
子
（
け
い
こ
）

小
学
４
年
生
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
始
め
る
が
、
高
校
１
年
の
時
に

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
廃
部
と
な
っ

て
し
ま
い
や
め
て
し
ま
っ
た
。

最
近
は
、
息
子
た
ち
の
影
響
で
レ

デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場

し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
。

■
麻
菜
香
（
ま
な
か
）

稚
内
高
校
一
年
生
。

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
ま

で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
を
追
い

か
け
て
い
た
。

現
在
は
、
親
子
で
レ
デ
ィ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

■
司
（
つ
か
さ
）

潮
見
が
丘
中
学
校
一
年
生
。

小
学
校
４
年
生
か
ら
、
潮
見
が
丘

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
所
属
。

中
学
校
で
は
、
上
級
生
に
負
け
な

い
よ
う
に
自
主
練
習
を
励
ん
で
い

る
。

■
巧
（
た
く
み
）

潮
見
が
丘
小
学
校
五
年
生
。

小
学
校
３
年
生
か
ら
、
潮
見
が
丘

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
所
属
。

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

■
学
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

今
年
の
夏
に
札
幌
ド
ー
ム
で
行

わ
れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
対
ウ

ル
グ
ア
イ
戦
を
観
戦
し
た
と
き
に

抽
選
で
当
た
っ
た
そ
の
試
合
で
、
使

用
し
た
ボ
ー
ル
を
家
宝
に
し
て
い

る
。
息
子
た
ち
は
、
試
合
当
日
に

ボ
ー
ル
に
願
い
を
込
め
て
か
ら
家

を
出
て
い
る
ほ
ど
大
事
に
し
て
い

よ
う
で
す
。（
試
合
結
果
は
・
・
・
）

⑥
葛か

西さ
い

学
さ
ん
一
家

ま
な
ぶ

(

敬
称
略)

プロ野球セ・リーグ球団ニックネームの由来
˔ドラゴンズ（中日）

親会社の中日新聞社杉山虎之助社長が辰年だった。
˔ジャイアンツ（読売）

ニューヨークジャイアンツ（後にサンフランシス
コへ移転）に所属していた、フランク・オドゥール
という人が球団顧問のときに命名した。

˔スワローズ（ヤクルト）
当時の親会社「国鉄（現ＪＲ)」の特急「つばめ」

から命名した。
˔因みに

横浜ベイスターズの前身「大洋ホエールズ」は親
会社が捕鯨をしていました。《スポーツの雑学より引用》

財
団
法
人
稚
内
市
体
育

協
会
が
来
年
の
創
立

周
50

年
記
念
に
計
画
中
の
メ
イ

ン
事
業
「
プ
ロ
野
球
イ
ー

ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
」

の
日
程
と
日
本
ハ
ム
が
対

戦
す
る
カ
ー
ド
（
相
手

チ
ー
ム
）
の
候
補
が
体
協

事
務
局
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
対
戦

チ
ー
ム
は
、
例
年
こ
の
時

期
北
海
道
を
転
戦
す
る
読

売
巨
人
軍
が
第
１
候
補
と

な
り
、
日
程
は
８
月
７
日

に
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
と
関

係
者
お
よ
そ

人
が
東
京

70

直
行
便
で
稚
内
入
り
し
、

８
日
午
前
中
に
大
沼
球
場

で
公
式
戦
が
行
わ
れ
、
同

日
中
に
次
の
公
式
戦
開
催

地
に
移
動
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

同
事
業
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
の
日
程
に
合
わ
せ

て
、
多
く
の
市
民
が
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
内
容
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

創
立

周
年
記
念
メ
イ
ン
事
業

50

第
一
候
補
は

八
月
八
日
に
巨
人
戦

今号では、年齢に関係なく楽しめる

ニュースポーツ「ドッヂビー(ディスク

ドッヂともいう)」を紹介します。

その名のとおり、「ドッヂボール」と

「フリスビー(フライングディスク)」が

合体したスポーツです。

やわらかい素材（ウレタンとナイロン）で作られたディスクは、安全性

も高いことなどから、学校教育や社会教育の現場で導入されています。

ルール編

ドッヂボールのルールそのもので、９m×18m(バレーボールコート

と同じ）のスペースで、双方とも13人で対戦し、１ゲーム５分から10

分以内で行われます。

勝敗は、時間内に相手チームの全員をアウトにするか、ゲーム時間

で内野に残っていたプレーヤーの多いチームが勝ちとなります。

バリエーション

ディスクを使用したスポーツとして、ドッヂビーのほかにも多くの

バリエーションが考案されています。

◇ゴールドッヂ：フットサルやハンドボールタイプ

◇ベースドッヂ：野球タイプ

◇ネットドッヂ：バドミントンやバレーボールタイプ

◇ボードドッヂ：バスケットボールタイプ

用具の貸し出し

体育協会では、健康スポーツ教室や、ジュニアスポーツスクールの

活動用具として備え、ほかのニュー（レク）スポーツ用具と同様に貸

し出していますのでご利用ください。

ニュースポーツ紹介

ドッヂビー


